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2013/	 
5 月 11 日記録	 

司会	 光川	 会員	 

場所	 大阪市立社会福祉センター	 

＊事務局報告＊	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 中北	 会員	 	 

１．本日午前に運営会議を開催しました。	 

・20 周年記念事業の進め方について、8月総会に向けての準備、7月運営会議・理事会の準備をお願いします。	 

新年度理事の選任準備等	 

２．5 月 1 日「ものづくりのつどい」拠点？候補の見学に行ってきました。・・・小川会員	 

	 	 	 大阪府柏原市の「旧苅田邸」に、杉浦、有馬、長岩、光川、苅田、小川の 6名参加。	 

	 	 大阪市ボランティア情報センターから大阪市ボランティア市民活動センターに変更	 

＊回覧資料紹介＊	 

	 これからは、回覧資料一覧表の配布は取止めます。	 

＊学習会＊	 15:00～16:30	 

「高齢者・障がい者の暮らしと地域」	 	 	 	 森	 一彦	 氏	 

大阪市立大学大学院・生活科学研究科・福祉環境学	 教授	 

大阪市立大学都市防災研究 G	 代表	 

高齢者や障がい者に代表される、社会的弱者といわれる人たちの居場所を地域の中に確保することの重要性と、「福祉防災	 

スポット」の環境づくりへの取り組みについてお話しいただきます。	 

	 

「明るいビジョン」をどうもつか。	 

施設デザイン⇔福祉環境デザイン	 

管理者⇔利用者	 効率⇔居心地	 均一⇔不揃い	 意識⇔無意識	 排除⇔包摂	 Exclusive⇔Inolusive	 

2005 年以降に日本の人口が少なくなった。人口上り坂の建築設計と下り坂の建築設計と対応の仕方・能力が必要が建築で考	 

えていますか？	 

人口構成はピラミッドから 2050 年には逆ピラミッドになるが、それに対応する政策が必要だか、何時日本はそれに気が付く	 

のか？総世帯数に対して住宅は 14％余っている。703 万住戸余っている。それなのに新築住宅をつくっているが、ますます	 

家が余ってくる。過当競争になって低価格、質の低い住居が増え、一生暮らしたくない住居がふえている。若い時に考えて	 

作った理想的な住宅も、30～40 年経って価値観が変わってくると暮らしにくい住居になっている。それをいかに改善するか	 

が私達のテーマである。	 

幸せな住環境とは何か？多様な生活行動への環境支援、ADL（病院）→IADL（老人ホーム）→QOL（近隣）建築だけでは QOL の	 

向上を求められない。近隣とは 500m 圏内の事をさし、その中に必要な施設・設備などがあるか？	 

包摂環境 01「誘惑するすべり台」→滑り台の遊びの段階	 札幌公園	 イサムノグチの滑り台	 

包括環境 02「楽しい水の遊び場」ジブリ美術館	 宮崎駿	 (水栓・井戸)	 清水寺	 

包括環境 03「会話の生まれる場」1/30 の模型は空間を認識できる。ヒューマンスケールを生かす	 

包括環境 04「キッチン」GH	 対面キッチンは介護者が頑張る	 DK キッチンは利用者と一緒に料理を作る	 

地域プロジェクト 01「泉北ほっとけネットワークプロジェクト」2009-2013	 近隣住区のインクルーシブデザイン→泉北スタ	 

イル→物的資源と人的資源（地域デビュー）→「境界が庭になる」	 

地域プロジェクト 02「いのちを守る都市づくり」→広域複合災害に対する考え、日常と災害	 

考える：ハザードマップ(住吉・住之江・西成)・防災まち歩き	 

実行する：コミュニティ防災スポット・地域防災劇団等・・・	 

１．住環境研究部会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 畑	 会員	 

１．４月２７日	 部会開催しました。テーマ「孤独死」	 要旨を HP に掲載しています。	 

	 	 有馬会員からの感想：内容が深く、今後も会合に参加したいと思っています。	 

２．９月以降に、部会発表は佐久川会員・曽我部会員にお願いします。	 

３．部会予定	 ５月２５日	 １５：００～	 場所未定	 テーマ：「寿命について」	 

２．研修部会	 鎌田	 会員	 

「パソコン教室の案内」	 

5/11(土)	 10：00～	 	 ボラセン内交流スペース	 参加人数 5名	 	 

次回 6/8(土)	 10:00～	 ボラセン内交流スペース	 参加費 500 円	 	 *パソコンお持ちの方は持参下さい。	 

３．福祉用具部会	 古場	 会員	 

活動なし	 

	 

NPOふくてっく定例会  
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４．東大阪部会	 	 清水	 会員	 

①４月の東大阪における改造助成・介護住改の検証活動は５日間（4/4・11・18・23・25）延べ１４名活動。	 

②４月事前相談会	 4/4・18 の 2 日間、相談件数：7件	 	 18 日は西福祉事務所にて実施	 

③４月２０日	 10:00～12:30	 ATC ふくてっく事務所「活動検討会」開催、参加者７名	 	 	 

事例検討及び H25 年度活動について	 

★ワンポイントアドバイス	 後藤会員	 ：テーマ「見積書について」	 

見積書については、主に材料と人件費となるが、人件費や定価がない材料等の理解を深めていただきたい。	 

大阪市介護住改は諸経費の計上を認めていないが、大阪市の改造助成と介護住改の併用の場合は、諸経費の計上を認めている。	 

５．こむねっと事業部会	 中北	 会員	 

1.	 こむねっと部会	 

４月は部会を開催せず。	 

2．福祉サービス第三者評価	 	 

①	 奈良県への評価機関認証手続きをします。他府県の機関も登録できるようになりました。	 

②	 5 月 14 日	 連絡会自主運営３年目に入り、２５年度１回目の評価機関連絡会を開催します。	 

3.	 ＳＣＰ研究	 兵庫県立大学防災教育センター特任教授	 室崎先生に指導を受けています。	 

	 	 福祉事業関係者に理解してもらうことは大変です等・・・のご意見を頂きました。	 

4.	 障がい者主体の住宅改造事業	 	 

もっか青葉園、重心支える会、中部障害者解放センターに協働を打診。順次拡大します。	 

	 	 住之江区の障がい者作業所“ぴあどりーむ”から実際に支援の要請があります。	 

5.	 東大阪市若江岩田の工場リノベーション計画の具体化検討に入ります。	 

6.	 遅れていた特建定期検査報告を完了。こむねっとでの調査活動はこれで終了とします。	 

	 	 検査備品を中北事務所に 3万円で売却することになった。	 

7.	 社会連携事業	 

①	 真友会 PJ	 ２階以上を改造する計画で事業検討に入ります。	 

この件について NPO センターから厚労省の社会福祉推進事業公募申請を勧められています。	 

②	 有ボ連	 	 4 月 17 日	 次回は 5 月 22 日（会場：ナルク開催）予定、発展的に退会をする予定です。	 

③	 その他	 	 5 月 25 日	 大阪障害者自立協会主催	 あべのおにごっこ	 

※部会予定	 5 月 18 日(土)13：30～15：30	 大阪市立社会福祉ｾﾝﾀｰ 3 階にて	 	 

テーマ：新規事業の具体化と部会リーフレット改訂、その他	 

	 

＊ひとことタイム＊（会員による個人の情報発信コーナー）	 

１．畑会員：２０周年記念事業検討委員会リーダー交替、清水会員・小川会員に引き継ぎました。	 

２.	 小川会員：第 1回大阪シティリレーマラソンに大塚、立溝、島村、寺岡、曽我部、小川が参加します。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 大阪市内扇町公園周回コースを 42.195 ㎞走破します。	 

６月２日（日）10 時スタートですので、みなさんの応援お待ちしています。	 

３．中北会員：病院の採光と排煙・ほたるの苑	 

４．清水会員：大阪市民後見人養成講座	 

＊グループミーティング＊（テーブル毎にフリートーク）	 

	 

＊初参加者の感想＊（初参加者には例会参加の動機、参加した感想など一言お話しいただきますのでご協力ください）	 

なし	 

	 

＊次回例会の司会予定＊	 	 

平成 25 年 6 月 1 日	 
司会：山本会員	 

五十音順です。予定者の都合が悪い場合は、次の会員が担当となります。

予定：秋岡会員	 有馬会員	 

＊次回以降の予定＊	 

・6 月 1 日（土）13：30～17：00 頃	 会場：大阪市立社会福祉センター	 

■学習会	 「（仮）更生保護会の活動について」	 講師：北井	 彩乃氏（きたいあやの）天王寺区更正保護女性会	 会長	 

・7月 6 日（土）13：30～17：00 頃	 会場：大阪市立社会福祉センター	 

	 	 ■学習会	 「(仮)障害者市民防災提言/障害者がふつうに暮らせる仮設住宅づくり」	 講師：認定 NPO ゆめ風基金	 

	 


